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蝮 蛇 甲 状 腺 ノ 發 生 ニ 就 テ

岡山醫 科大學解 剖學教室胎 生學 研究室(主 任八木田教授)

坪 井 義 晴

[昭 和17年7月20日 受 稿]

第1章 緒 論

高 等 脊椎 動 物 ノ甲状 腺 ノ解 剖學 的 研 究 ハ古 來 比

較 的 其 ノ文 獻 多 シ.然 ル ニ兩 棲 類 ニ ア リテ ハ其 ノ

文 獻 極 メテ寥 々 タル モ,當 教 室ニ 於 テ最 近 藥 師 寺

ノHynobius nigrescens, Bufo vulgaris japoni-

cus,清 谷 ノDiemyctylus Pyrrhogaster, Rha-

cophorus schlegelliニ 就 テ ノ研究 ア リ.然 ル ニ

爬蟲 類 ノ甲状 腺 ノ文獻 ナ キ遺 憾 トス.茲 ニ於 テ 余

ハ 鳥類 ト兩 棲類 トノ間 ニ アル爬 蟲 類 殊 ニ蝮 蛇 ノ甲

状 腺 ヲ檢 索 シ聊 ヵ所 期 ノ結 果 ヲ得 タ リ.依 テ此處

ニ發 表 スル所 以 ナ リ.

第2章 材 料 及 ビ 研 究 方 法

本 研 究 ニ使 用 シ タル 蝮蛇 胎兒 ハ我 教 室 元 研 究 生

三 木 成 章 ノ蒐集ニ 成 ルモ ノ ニ シ テ,多 ク ノ胎 兒 ノ

連續 切片 中 ヨ リ必 要 ナ ル階 梯 ノモ ノ7箇 ヲ選 ビ檢

索 シ タ リ.此 切 片ハ 固定 ハ10%「 フオ ル モ ー ル」

水,染 色 ハBorax-Karmin,包 埋 ハ 「バ ラ フ イ ン」

ニ シテ10-20μ ノ厚 サ ノ連 續 切 片 トナ セ ル モ ノ

ナ リ.本 切 片 ヲ 必 要 ナ ル 部 分 ニ 於 テEdinger,

Zeichenapparatニ ヨ リ50-100倍 ニ 擴 大 描 寫

シ,Born-Peterノ 方法 ニ ヨ リ複 寫 蝋板 ヲ重 積 シ,

精 密 ナル 蝋 板複 成模 型 ヲ造 リ,顯 微 鏡 的所 見 ト對

比 シ テ觀 察 ノ確 實 ヲ期 シ タ リ.

第3章 各 階 梯ニ 於 ケ ル 觀 察

第1階 梯 胎兒 記 號Nr. 35 直徑 2.8mm

胎 兒 尾 部 ハ1廻 轉 ヲ現 ハ スモ,全 體 トシ テ腹 方

Fig. 1. 100×
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Fig. 2.

ニ屈 曲 シ テ半 圓形 ヲ呈 ス.切 片ニ 就 キ頭方 ヨ リ腮

腸 ノ斷面 ヲ檢鏡 ス ルニ,第1腮 嚢 ノ腹 側正 中部 ヨ

リ腹 方ニ 向 ツ テ突 出 スル1ツ ノ細 胞 嚢 ア リ.此 モ

ノ尾方 ニ至 ル ニ從 ヒ次 第ニ 強 ク腹 方 ニ突 出 シ,第

2腮 嚢 ノ頭 端,心 臟 原 基 ノ高 サ ニ終 ル.而 シテ此

細 胞 ノ状 ハ腮 嚢 壁 ノ細 胞 ト殆 ド大 差 ナ シ.之 即 チ

甲状 腺 原基 ナ リ(第1圖).模 型ニ 就 テ見 ル ニ第2

圖ニ 示 ス如 ク,第1腮 嚢 ノ腹 側 正 中部 ノ尾 端 ヨ リ

1ツ ノ突 起 腹 尾 方ニ 向 ツテ突 出 シ,其 ノ先端 鈍 端

ニ終 ル ヲ見 ル.此 突 起 ハ 即 チ 甲状 腺 原基 ナ リ.

第2階 梯 胎 兒 記號Nr. 42 直 徑3.5mm

胎 兒 ハ全 體 トシ テ半 圓 形 ニ屈 曲 シ,頭 部 ハ 著 シ

ク膨 大 シ,其 ノ中 央 部ニ 眼球 ヲ透 視 シ得.尾 端 ノ

廻 轉 ハ 尚 ホ1廻 轉 ナ リ.切 片 ニ ヨ リ甲状 腺 原 基 ノ

Fig. 3. 100×
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Fig. 4.

部 ヲ見 ル ニ,第1腮 嚢腹 壁 正 中 尾端 ヨ リ腹 尾方 ニ

向 ツ テ下 垂 セ ル 甲状 腺 原基 先 端 ハ第2腮 嚢 ノ腹 側

ニ位 シ,此 部 少 シク膨 大 シテ 中ニ 空 隙 ヲ現 ハ ス.

此 空 隙 ハ 甲状 腺 原 基 ノ全體ニ 及 ビ,從 ツテ其 ノ横

斷 面 ハ 第2腮 嚢 ノ腹 側ニ 於 テ腹 背ニ 少 シク扁 平 ナ

ル 橢 圓 形輪 状 ヲ呈 シ,甲 状 腺 原基 ノ上 皮ハ 厚 ク,

其 ノ細 胞 ハ 色 素 ニ 濃 染 シ 細 胞 ノ境 界 ヲ認 メ難 シ

(第3圖).之 ヲ模 型ニ 就 テ見 ル ニ,第1腮 嚢 腹 壁

正 中部 尾 端 ヨ リ腹 尾方ニ 突 出 シテ第2鰓 嚢 ノ略 ボ

尾 端 ニ迄 達 スル 甲状 腺 原基 ハ尚 ホ 中空 ノ短 棒状 ヲ

呈 ス レ ドモ其 ノ先 端 少 シク 膨大 シ テ鈍 端ニ 終 ル.

而 シ テ其 ノ突 出方 向 ハ 第1腮 嚢 ノ基 底 部 ヨリ尾腹

方ニ 向 ヒ,前 階 梯 ヨ リ少 シ ク腹 方ニ 突 出 セ ル感 ア

リ(第4圖).

第3階 梯 胎 兒 記 號Nr.38 直 徑4.4mm

胎 兒 外形 ハ前 階 梯 同樣 ナ ル モ頭 部 ハ 中腦 ノ膨 隆

著 明 トナ リ,尾 部 ハ2廻 轉 ヲ現 ハ ス.切 片 ニ ヨ リ

テ見 ルニ 第1腮 嚢 腹 壁 正 中 央線 上 ノ尾端 ヨ リ腹 尾

Fig. 5. 100×
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Fig. 6.

方ニ 突 出 シテ第2腮 嚢 中央 部 ノ高 サ ニ終 ル.甲 状

腺原 基 ハ中空 ノ圓 管 状 ヲ呈 スル モ 其 ノ基 部 ハ少 シ

ク絞 扼 セ ラ レ管 腔 徑 小 トナ リ,先 端 ハ 膨大 シ テ管

腔 徑 大 ナ リ.而 シテ此 甲状 腺 原基 管 腔 ヲ形 成 スル

上皮 細 胞 ハ色 素ニ 濃 染 ス.第5圖ニ 示 ス ガ如 シ.

而 シ テ此 甲状 腺 原基 ノ頭 尾 徑 ハ 約100μ ナ リ.模

型ニ 就 テ見 ル ニ上述 ノ如 ク第1腮 嚢 正 中腹 尾 端 ヨ

リ發 生 セ ル甲 状 腺原 基 ハ,此 部 分 ニ於 テ少 シク狹

小 トナ リ恰 モ莖 状 ヲ呈 シ,其 ノ腹 尾方 ハ 急ニ 膨 大

シテ腹 背ニ 少 シ ク壓 平 セ ラ レタル扁 平 ナル球 形 ヲ

呈 シ,從 ツ テ短 キ棍 棒 状 ヲナ セ ル中 空 ノ嚢 ヲ形 成

ス.第6圖ニ 於 ケ ル如 シ.

第4階 梯 胎 兒 記號Nr. 40 直徑4.5mm

胎兒 全 體 ノ外形 ハ略 ボ 前 階 梯 同樣 ナル モ 頭部 ニ

於 テ 中腦 ノ膨 隆益 々著 明ナ リ.尾 部 ノ廻 轉 ハ3廻

轉 ヲナ ス.切 片 ニ就 テ 甲状 腺 部 ヲ見 ル ニ.腮 腸 腹

壁 正 中部 ノ腹 方ニ 於 テ,第3腮 嚢 ト第4腮 嚢 トノ

移 行 部ニ 當 リ,頭 方ニ 小 ニ シ テ尾 方 ニ大 ナ ル 中 空

ノ球 状 物 ヲ認 ム.此 物 ヲ形 成 スル 細胞 ハ大 小 多 層

ノ 圓形 又 ハ 橢 圓 形 ヲ呈 シ色 素 ニ膿 染 シ且 其 ノ細 胞

壁 益 々肥 厚 スル ガ故ニ 其 ノ 内腔 ハ次 第ニ 狹小 トナ

ル.之 即 チ 甲 状腺 原基 ニ シ テ,本 階 梯ニ 於 テ ハ 其

ノ 莖 ヲ失 ヒ第1腮 嚢 トノ連 絡 ヲ絶 チ獨 立 ノ器 官 ト

ナ ル(第7圖).模 型 ニ就 テ見 ル ニ第8圖ニ 於 ケ

ル如 ク,腮 腸 腹 壁 正 中部 ノ腹 方 ニ於 テ第3腮 嚢 ト

第4腮 嚢 トノ中 間 ノ高 サ ニ相 當 シ テ1ツ ノ尖 端 ヲ

頭方 ニ向 ケタル栗實状 ノ器官 ア リ.之 即チ甲状腺

原 基 ニ シテ,之 ヲ前 階 梯 ニ比 ス レバ,前 階梯ニ 認

メラ レタル莖 部 ヲ消 失 シテ 獨 立 ノ器 官 トナ リ タル

モ ノ ニ シテ,今 ヤ全 ク腮 腸 トノ連 絡 ヲ絶 チ.且 尾

方ニ 向 ツテ 少 シク下 降 シ タル 位置 ヲ トレ リ.
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Fig. 7. 100×

Fig. 8.

第5梯 階 胎兒 記 號Nr. 46 直徑5.5mm

胎兒外形ハ殆 ド半 圓形 ニシテ,頭 部 ハ中腦膨隆

シ テ殆 ド三 角 形 ヲ呈 シ,口 端 ハ胸 部 ニ接 セ ン トス.

尾 部 ハ3廻 軸 ス.本 胎 兒 ニ於 ケル 甲状 腺 原 基 ハ第

5腮 嚢 頭 端 ノ高 サ ニ於 テ腮 腸 腹 壁 ヨ リ少 シ ク腹方

ニ離 レテ正 中 線 上 ニ存 在 シ,頭 尾徑130μ ノ中空
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Fig. 9. 100×

Fig. 10.
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ニ シテ略 ボ球 形 物 トシ テ見 ル事 ヲ得.此 甲状 腺 原

基 ヲ形 成 スル 細 胞 ハ重 層 ノ大 小 圓形 叉 ハ橢 圓 形 ヲ

呈 シ色 素 ニ濃 染 ス,其 ノ中心 部 ハ前 階 梯 ヨ リ稍 々

廣 キ空 洞 ヲ有 ス(第9圖).之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニ,

甲状 腺 原 基 ハ 第4腮 嚢 ノ尾端 ヨ リ第5腮 嚢 ノ尾 端

ノ高 サ ニア リテ尖 端 ヲ頭 方 ニ向 ケ タル 栗實 状 ヲ呈

シ,少 シ ク其 ノ大 サ ヲ増 大 スル ト共 ニ前 階 梯 ニ比

シ少 シ ク 尾方 ニ下 降 セ ル ヲ認 ム.第10圖 ニ於 ケル

如 シ.

第6階 梯 胎 兒 記號Nr. 6 直 徑6.5mm

胎 兒 ハ外 形 略 ボ半 圓形 ヲナ シ,頭 部 ハ 三 角形 ヲ

呈 シ體 部 ハ彎 曲 シ,尾 端 ニ於 テ3廻 轉半 ス,切 片

ニ就 テ見 ル ニ第5腮 嚢 ノ中央 部 ノ高 サ ニ於 テ腮 腸

腹 壁 ヨ リ少 シ ク腹 方 ニ離 レテ存 在 スル 甲 状 腺原 基

ハ,頭 尾徑100μ ヲ有 スル 中空 ノ球 状 物 トシ テ現

ハ ル.甲 状 原 基 ヲ形 成 スル細 胞 ハ外 層 程 色 素 ニ濃

染 シ大 小 ノ圓 形 又 ハ橢 圓形 ヲ呈 シ テ數 層 ヨ リ成 リ

中心 部 ニ至 レバ細 胞 ノ原 形 質ハ 次 第 ニ透 明 トナ リ

細 胞 ハ消 失 シ テ空 洞 ヲ形 成 ス.此 空 洞 ハ腹 背 ニ扁

平 ナ ル状 ヲ呈 ス(第11圖).之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニ

Fig. 11. 59×

Fig. 12.
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甲状 腺原基 ノ状態ハ 前階梯同樣ナルモ其 ノ犬 サ ヲ

少 シク減少 シテ左右 ノ第5腮 嚢 ノ中間 ニ於 テ且第

5腮 嚢 中央 部 ノ高 サ ニ存 在 ス.即 チ 甲状 腺原 基 ハ

次 第 ニ 尾方ニ 下降 セル ヲ認 ム(第12圖).

第7階 梯 胎兒 記 號Nr. 13 直徑10.0mm

胎兒 外 形 ハ 略 ボ卵 圓 形 ヲ呈 シ,頭 部 ハ鈍 圓 三角

形 ヲ呈 シ,眼 窩 ハ前 方ニ 少 シ ク移 動 シ,上 下 ノ 口

唇 ア リテ 口裂 ヲ生 ズ.尾 部 ニ於 テ3廻 轉 ス.

本 階 梯ニ 於 ケル 甲 状 腺原 基 ノ位置 ハ成 體ニ 於 ケ

ル モ ノ ニ略 ボ 匹敵 シ,腺 體 ノ頭 端 ハ最 尾端 ノ腮嚢

ノ下 端 ヨ リ約80μ 尾 方,氣 管 ノ腹 方ニ 接 シ テ現 ハ

レ尾 方ニ 向 ツ テ 次 第ニ 膨 大 シ テ,其 ノ頭 尾 直 徑

100μ ア リ(第13圖).組 織 的ニ ハ卵 圓 形,橢 圓形

等 種 々 ノ形 ヲ有 スル濾 胞 ア リテ其 ノ上 皮 ハ單 層 骰

子 形 上皮 ナ リ.濾 胞 内膠 樣 質ハ 本 例ニ 於 テ ハ存 在

セ ザ ル モ ノ ノ如 シ.

コ レ ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニ略 ボ 尖 端 ヲ頭 方 ニ向 ケ

タル栗 實 状 ニシ テ稍 々頭 尾方 向ニ 扁 平 トナ レル 甲

状 腺 ハ前 階 梯 ヨ リモ著 シ ク尾 方ニ 下垂 シ孤 在性 ニ

氣 管 ノ腹 方 ニ存 在 セ リ(第14團).

Fig. 13. 100×

Fig. 14.
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第4章 總括及ビ考察

總 テ ノVertebrataニ 於 ケ ル 甲 状 腺 ノ發 生ニ 就

テ ハ 既 ニMuller (1873), Mauter (1888)ノ 云 ヘ

ル 如 ク,常ニ 正 中 線ニ 於 テVentrale Schlund-

wandヨ リAusstulpung又 ハMassive Zellwu-

cherungノ 形 ヲ ト リ テ 發 生 シ無 對 ナ ル 事 ハ 今 日

一 般 ニ承 認 サ レ タ ル 所 ナ リ. Dohrn, Wolfler,

Stieda等 ノ云 ヘ ル 有對 發 生説 ハ 一般ニ 賛 意 ヲ表

シ難 シ.先 年當 教 室 ヨ リ藥 師寺 (Bufo vnlgaris

japonicus, Hynobius nigrescens), 清 谷(Die-

myctylus pyrrhogastsr, Hynobius aus Oka-

yama)等 ノ成績 モ 無 對説 ナ リキ.余 ノ蝮 蛇ニ 於

テ モ無 對ニ 發 生シ既ニ 直 徑2.8mmノ 胎 兒 ニ於 テ

甲状 腺 原 基 ヲ認 メタ リ.

次 ニ發 生 部 位ニ 關 シ テハGreil, Maurer等 ハ

第2腮 嚢 部 ト主張 シ,PlattハHyomandibular,

Pocketト 主 張 シ,溝 口,藥 師寺,清 谷 等 ハ 各第1

腮嚢 部 ト確 言 セ リ.余 ノ蝮 蛇ニ 於 ケル 檢 索 モ第1

腮 嚢 腹 壁 正 中線 部 ナル 事第1階 梯 胎 兒 直 徑2.8mm

ニ於 テ證 明 シ タ リ.

次 ニ初 期 發 生及 ビ其 ノ後 ノ發 育 期 間 中 内腔 ノ有

無 ニ就 テハ,咽 頭 上皮 ノ實 質性 細 胞 増 殖 トナ スモ ノ

ニMuller,  Maurer, Livini, Muthmann, Norris,

高 島,橋 本 等 ア リ.原 基 ガ其 ハ初 メ管 腔 ヲ有 ス トナ

ス モ ノ ニ Maurer (Bufo, Rana), Platt, Marcus,

溝 口,藥 師寺 等 ア リ.余 ノ場 合ニ 於 テ ハ 第1階

梯 胎兒 直徑2.8mmニ 於 テハ,咽 頭 上 皮 ノ實 質性

増 殖 ト思 惟 セ ラ レ,第2階 梯 胎 兒 直 徑3.5mm以

後ニ 於 テ ハ 常ニ 管 腔 ヲ有 シ,第7階 梯 胎 兒 直徑

10.0mmニ 於 テハ 管腔 狹小 トナ リ腺 細 胞増 殖 シ テ

數 箇 ノ濾 胞 ノ形 成 セ ラル ル ヲ見 タ リ.

本 研 究 ニ於 テハ 甲状腺 原基 ガ咽 頭 壁 ヨ リ遊 離 シ

テ ヨ リハ次 第ニ 位 置 尾方ニ 降下 シ,遂 ニ第7階 梯

ニ於 テ ハ第5腮 嚢 尾 端 ヨ リ約80μ 下 降 セ ル ヲ認 メ

タ リ.又 本 例ニ 於 テハ 甲 状腺 原 基 ハ左 右 ニ分葉 セ

ズ シテ栗 實 状 ヲ呈 シ テ孤 立性ニ 存 在 ス.

第5章 結 論

本研 究 ノ結 果 ヲ結 論 スル 事 次 ノ如 シ.

1) 甲状 腺 原基 ハ 無 對ニ 發 生ヒシ,直 徑2.8mm

ノ胎 兒 ニ於 テ既ニ 認 メタ リ.

2) 甲状 腺 原基 ハ第1腮 嚢 ノ腹 壁 正 中部 ヨ リ嘴

状 ヲナ シ テ究 出 スル實 質性 細 胞 増 殖 トシ テ發 生 シ

腹 尾方ニ 突 出 ス.

3) 甲 状 腺原 基 ハ初 メ第1腮 嚢 ト連 絡 スル モ 直

徑4.5mmノ 胎 兒ニ 於 テ此 原基 ノ基 部 次 第ニ 狹小

トナ リテ莖 部 ヲ形 成 シ,次 デ直 徑5.5mmノ 胎兒

ニ至 レバ 此 莖部 消失 シ テ完 全 ニ腮 嚢壁 ト分 離 ス.

4) 腮嚢 壁 ヨ リ分離 セ ル後 ノ甲 状腺 原 基 ハ其 ノ

位 置 ノ次 第 ニ尾方ニ 下 降 セル ヲ認 メタ リ.

5) 甲状 腺 原基 ノ濾 胞 形成 ハ直 徑10.0mmノ 胎

兒ニ 於 テ著 明ニ 表 ハ レタ ル ヲ見 タ リ.

6) 蝮 蛇 ノ甲状 腺 ハ 直徑10.0mmノ 胎兒ニ 於 テ

モ左 右ニ 分離 スル事 ナ ク,單 一 ナ ル 栗實 状 ノ腺 ト

シ テ存 在 ス.

終 リニ臨 ミ終 始御懇篤 ナル御指導竝 ニ御校
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Aus dem Anatomischen Institut der Med. Fakultat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. K. Yagita).

Uber  die Entstehung der Schilddruse bei Kreuzottern.

Von

Yoshiharu Tsuboi

Eingegangen am 20. Juli  1942.

Durch Untersuchungen kam der Verfasser zu folgendem Schluss:

1) Bei Kreuzottern tritt die Shilddrusenanlage ungepaart in die Erscheinung, und

zwar schon bei einem Embryo von 2,8mm Durchmesser.

2) Die Schilddrusenanlage entsteht aus einer Wucherung der parenchymatosen 

Zellen, die vom medianen Teil der Bauchwand der I. Kiemenblase schnabelartig hervor-

ragen. Die Anlage selbst springt somit ventrokaudalwarts vor.

3) Die Schilddrusenanlage, die im Fruhstadium mit der I. Kiemenblase in Verbin-

dung steht, trennt sich von deren Wand bei einem Embryo von 5,5mm Durchmesser 

vollstandig ab, indem sich zunachst der Basalteil der Anlage bei einem Embryo von 

4,5mm Durchmesser allmahlich verkleinert und endlich zu einem engen Stiel wird, der 

dann bei einem Embryo von 5,5mm Durchmesser durchaus verschwindet.

4) Die sich von der wand der I. Kiemenblase befreite Schilddrusenanlage ruckt sich 

allmahlich kaudalwarts hin.

5) Bei einem Embryo von 10,0mm Durchmesser wird an der Schilddrusenanlage 

Follikelbildung deutlich beobachtet.

6) Die Schilddrusenanlage ist auch bei einem Embryo von 10,0mm Durchmesser 

noch immer nicht rechts und linksseitig gepaart, sondern als eine einfache maulbeerartige 

Druse vorhanden. (Autoreferat)
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